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 生体内の炎症反応を制御する脂質メディエーターとして、ω-6 脂肪酸のアラキドン酸の代謝産物であるプロ

スタグランジン(PG)類やロイコトリエン(LT)類が古くから知られていた。PG や LT 類が炎症の誘起に関与す

る一方、2010 年に、炎症の収束に関与するω-3 脂肪酸の代謝産物であるレゾルビン(Rv)類が見つかった１。

Rv 類に関する研究は、炎症反応および炎症疾患についての知見を深め、ひいては新たな抗炎症薬や慢性炎症

疾患治療薬の開発につながると考えられている。 

 しかし、Rv 類の生理活性評価や標的分子の解明などは、いまだ十分とはいえない。その要因として、Rv 類

が有する多価不飽和構造のために化学的に不安定であることが挙げられる。特に、RvE2 および RvE3 の不安

定性は、酸素によって容易に酸化される、2 つのオレフィンに挟まれたメチレン部位（ビスアリル位）が含ま

れることに起因する 2（Figure 1）。したがって、この構造を解消すれば、Rv 類の安定等価体の創製につなが

ると考えられる。 

 そこで当研究室は、Rv 類の安定等価体として、Rv 類

のビスアリル位に挟まれたオレフィンをシクロプロパン

に置換した Cp-Rv 類の創製を計画した。シクロプロパン

は最小の環構造であり、配座を強固に制御する性質を持つ
3。すなわちシクロプロパンならば、オレフィンの持つ配座

制御能を損なうことなく、かつ最小限の構造変換でビスア

リル位の不安定性を解消できると期待した。これまでに

Cp-RvE2（Figure 1）を設計・合成し、その生理活性およ

び化学的安定性を評価した。その結果、Cp-RvE2 が RvE2 の安定等価体となることを見出した 4。 

 今回、私たちは、RvE3 のオレフィンの 1 つをシクロプロパンに置換した Cp-RvE3 (Figure 1)を新たに設計・

合成し、その化学的・生物学的安定性を評価した。それらの詳細について、ポスター発表する。 
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